　

　ボディコン戦隊の登場に、カンツ大佐の周りでも兵士たちは次々と逃

げ出し始めてしまっていた。兵士たちは戦場向きの兵器で武装していた

ため、ボディコン戦隊の市民的な攻撃の前にはひとたまりもなかったの

である！

　あともう少しで眼下の攻撃軍を全滅させることもできたはずなのだが、

それが目的という訳でもなかった。とりあえずは亜麻郎太をカッコ良く

を戦わせることが第一目標である。

　しかしその亜麻郎太といえば、さっきから爆弾に吹き飛ばされてばか

りで、全然お話しになってなかった。

　八津子一人が奮闘している状態である。

《ふぎゃんっっ!!》

　その亜麻郎太が、また爆弾に吹き飛ばされてしまった。

　敵の激しい反撃にあって、亜麻郎太たちは占領した陣地を捨てて逃げ

出さずにはいられなかった。八津子も激しい敵の攻撃に右も左も分から

なくなってしまい、とにかく目に飛び込んでくるものは撃ち捨てていた。

《ぎゃんっっっ!!》

　爆弾に吹き飛ばされた亜麻郎太が、八津子の重機関銃に撃ち抜かれな

がら彼女の胸に飛び込んでくる。

「なんでこっちに飛び込んでくるんだ！」

　襲いかかってくる亜麻郎太を避けながら、八津子が絶叫する。

「やはり、セクハラ男かっ！」

「ち、違うんだ！」

　亜麻郎太は血をしたらせながら必死に弁明しようとした。なにか寄り

掛かるものが欲しくて亜麻郎太は八津子のほうに歩み寄っていっていた

が、その様はどうみてもゾンビーである。

『あー、ヤッコちゃん。また男撃ってるー』

　不意に戦場から、イヤヨの声がする。

　八津子が周囲を見回すと、まだ硝煙の残る丘から、４人のボディコン

戦士たちがさっそうと立ちはだかっていた。

　いつのまにか、八津子の周囲からは敵がいなくなっていた。カンツ大

佐はもはやこれまでと判断して、残りの兵士たちと共に退却してしまっ

ていたのである。

『峰撃ちだからって、よーしゃなく撃ってると、一生ボーイフレンドで

きないよ』

　ナイが声をかけてくる。

《お前に言われたくないよ！》と八津子は思っていたが、

「あ、ごめん。これ峰撃ちじゃないんだ……」

という言葉だけを口にした。

「そ、そんな……」

　その言葉に、亜麻郎太は血をしたたらせながら絶望した。

　そう亜麻郎太は嘆息しつつ、そのまま昇天してしまった。（でも、こ

れは物語だから死なないよ）

『――八津子ちゃんの胸は柔らかかったなぁ…』

　これは亜麻郎太の辞世の句である。

《やはりエロいっっ!!》（.by 皆の声）

　　　　  　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊

「――これまでだな」

　戦場で昇天していく亜麻郎太をモニターごしに見やりながら、国士武

僧が言い放った。彼の目の前には崇杏子v2.9.1が立っている。

「みゃだ、これで終えったという訳ではありふぁせん」

　この前のバージョンアップにフラフラしながらも、杏子v2.9.1は作戦

失敗を認めようとはしなかった。しかし国士武僧は、恋縫が逃げ出した

時点でこの作戦の失敗を確信していた。

「すでに、第三の変の嵐は始まっとるだぎゃあｹｹｹ」

　

　杏子は新たな作戦の発動を告げた。

　すると、手前のモニター画面が切り返され、そこにまた戦場には不釣

り合いな満州服に赤星の毛皮帽という姿の小男が現れてきた。ＭＪ－12

の改造人間担当、蒋参元である。

“こんな作戦に加担しおって……”

　国士武僧は非情に言い切った。ちなみに蒋参元の本名は綿反品鑼一（

めんたんぴん どらいち）。謎の中国人ではない。

「さあ、学園に帰りましょう！」

　と、レイナが皆に告げた。

『はあーい』

　と、八津子の同級生たちは声をそろえてそれに従った。彼女たちの帰

りは遠足気分である。

　だがそんなピクニック気分で浮かれようとしている彼女たちには、既

に第三の愛の嵐がひそかに忍び寄りつつあった。ボディコン戦隊が華麗

なるエンディングに入るには、まだ少し早すぎたのである。

　しかしボディコン戦士たちは女子高生たちに取り囲まれ、背後に忍び

寄る蒋参元の姿に気付けないでいた。でもホントに背が小さすぎて、彼

女たちの目に参元は入らなかったたりもしていた。

　そんな中、八津子の同級生たちは戦闘から解き放たれた解放感に包ま

れながらも、無邪気にボディコン戦隊につめ寄ると、

『どーしたら、そんなに体型が良くなれるんですか？』

『服はどこで買ってるんですか？』

『ボディコン服をカッコ良く着こなすには？』

と、それぞれにボディコン戦士たちを質問攻めにして離れることがなかっ

た。レイナたちはその対応に大わらわとなってしまい、彼女らのかたわ

らで必死に手話をしている小男に気付くこともない。

“手話で愛を語る男”という設定の蒋参元は、この日のために徹夜で必

死に勉強してきていたのであるが、誰もその努力に気づくことはなかっ

たりしていた。それでもなんとかみんなに気づいてもらおうと、蒋参元

はボディコン戦隊の目に見える位置にまで移動して、必死に手話をして

みせたが、女子高生たちへの対応に忙しいボディコン戦隊はとうとうそ

れに気づくこともなかった。

　彼の作戦はそれで終わってしまった。。。

　このままでは話がオチないので、すてきなＢＧＭを流して終わること

にした。これでつまらないストーリーも、端目にはすてきなトレンディ

ドラマに見えようというものである。

　むなしい努力をボディコン戦隊の前で続けている蒋参元のバックに、

すべてがうまくいってるようなステキなミュージックが流れだした。

　それはドリモグ（ドリリング・モグラ・グループ）の名曲『ＲＯＢ！ 

ＲＯＢ！ ＲＯＢ！』なのかもしれない（目本音楽著作権協会審査No.２０４）。

　とにかく、参元のむなしい努力の作戦は、こうして美しく昇華された

のであった……。.fin

「――やはり、展開が早いほうがいいな」

　と、国士武僧が感想を述べた。部下の苦労などは気にもとめていない。

どうでもいいから早いとこ、この作戦から解放されたい気分であったの

である。

「Ａｃｔ.３ほどの早い展開がほしいところだな」

　と、国士武僧は意見した。ちなみにストーリーの長さ、約５倍（当社比）。

「しかし、この程度では終わらないのです」

　バグを修正して立ち直った杏子v2.9.2が言い切った。

「ここまでトレンディで押してきた余勢をかって、さらにダメ押しのト

レンディ作戦を実行します」

『ムダ押しじゃないか？』

　国士武僧はまた意見したが、それは杏子を逆上させただけだった。

「奴らに休むヒマを与えてはなりません！」

　杏子はヒステリックになって主張する。

「新たな作戦はこちらで用意しました。今度は刑事モノです。そろそろ

一発刑事モノをかましてやらねばなりません。題して―――

　踊る太陽西部警察にほえろ純情系時代・刑事編

　作戦内容は、考えるのが面倒なので、すべてどこかにあるストーリー

をパクリます。

――ぁああっっ！！！」

「著作権をクリアしているのか？」

と国士武僧が聞き返す前に、杏子の口から断末魔の悲鳴が上がった。

　崇杏子はまたレベルが上がり、バージョンアップしてしまった。

　しかし例によってバグが多いため、ブレーンを欠いた歌う愛のトレン

ディ大作戦もそれで中止となってしまった。国士武僧はほっとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＡＣＴ．５　エンド）

